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本文中の勤務校は平成２１年４月１日現在のものです。

新宮弘識先生
▲

５月上旬，左足に激痛が走り救急病院に
駆けこんだ。椎間板ヘルニアとのことで手術することに
なった。病室の白い天井を見ながら，気力が衰えていく
のを感じる。医者や看護師さんたちの何でもない優しい
態度や言葉に力づけられる。思いやりの心に立たない優
しさは本物ではないとする主張が揺らぎはじめた。

上杉賢士先生

▲

「法治」の対概念が「徳治」であること
に，最近ようやく気づきました。規範意識の育成は重要
な教育課題のように見なされる傾向がありますが，道徳
教育では，それ以前に考えるべきことがたくさんあるよ
うに思います。

富川克子先生

▲

新しい学習指導要領が始まりました。算
数や理科の薄い移行措置用の教科書（補助教材），５・
６年生には『英語ノート』なるものが……。日々の授業
研究に重ね，時間を作っての英語研修も実施され，毎日
があっという間に過ぎていきます。

竹井秀文先生

▲

毎週道徳の時間の公開をして，たくさん
の保護者の方といっしょに授業づくりをしています。道
徳には，子どもも大人もないのだという雰囲気が，学級
をどんどん素敵な空間につくりだしています。道徳の底
知れぬパワーを感じる毎日を過ごしています。

土田雄一先生

▲

今年は「教員免許状更新講習」がはじま
り，「教育の最新事情」の講師を担当します。受講者に
とって，少しでも役に立つ更新講習にしたいと考えてい
ます。道徳では「ウェビングを活用した指導方法」を研
究中です。

加藤宣行先生

▲

最近，担当する教育雑誌のインタビュー
で，藤原正彦さんにお会いしました。時には過激に，時
には温かく教育を語り，『国家の品格』の筆致を彷彿と
させられました。立場や言い方は異なるとはいえ，考え
方は同じだなと思いました。

�著者プロフィール�

■「子どもの道徳」へのご意見・ご感想をお寄せください。



親父が消防士でしたから，若いころは消防士に

なりたいなあと。それが最初の夢でしょうか。そ

のあとはコロコロ変わりました。国際的な仕事を

やりたいな，外交官になろうかな，という夢もあ

りました。外交官の試験も受かったけれど，山形

が楽しくて，女房にも出会えたので外交官はやめ

て“草の根大使”になろう，という夢に変わりま

したね。山形で出会った友達，先生たちと，女房

とその家族とか，おかげさまでほんとうにいい人

に恵まれました。人生は順調にいっているかな，

と思います。

「読み・書き・算盤」という具体的なスキルは学

校で学ぶものです。学校っていうのは本来学問の

場。でも人間性・人間味といった基本的なことは，

親とかじいちゃん・ばあちゃんが育てるべきです。

牛の群れはほったらかせばバラバラになってしま

います。人間の可能性もそうなんです。勉強をち

ょっと油断する，それは牛の群れがバラバラにな

っていくようなものです。親は群れを抑える“カ

ウボーイ”。群れがいい方向に動くようにちょっ

とだけ抑える役なんです。「だめだ！」と言って

周りに完璧な柵を作るんじゃない。ちっちゃい頃

から子どもの牛を，牛耳るんじゃなくて，はみ出

し過ぎないようにちょっとだけ抑えるんです。道

徳やマナーの基本というのは家庭で教えるものな

んですよ。「仕事が忙しすぎる。」と言っていても

言い訳にはならない。「人間は仕事をするために

生まれてきた動物ではないよ。」と，私は講演など

で言っています。最近「モンスターペアレント」

に対する「モンスター」になっているんですよ。

道徳には，いくらでもいい教材があるんです。

イソップ話とか日本の昔話とか。「蜘蛛の糸」も

英語の教科書に英訳が出ていたんですよ。「ええ

話やなあ」と思っていました。それから，ただ読

むだけじゃなく，ディベートできるような形も大

事だと思います。話によってはジレンマが出るわ

けなんです。「こういう見方もあるけど，こうい

う見方も正しいじゃないか」と，対立的な見方が

出てくるんです。子ども達に「そうか，道徳って

そんな容易なもんじゃないんだな。」と思わせるの

も大切なんです。高学年になると法律の話も含む

べきでしょうし，人権・人種差別のことも取り上

げねばならないですよね。

ご存知のように『愛国心』という言葉は評判が

悪いですね。愛国することは外国をやっつけるこ

とになっちゃった。もとの意味を汚してしまった。

いまだにアレルギーをもっている方がたくさんい

らっしゃいます。私は『愛国心』のもとの意味を

理解したいと思っています。『愛国心』という言

葉は英語で「Patriotism」と訳されます。独立戦

争の頃の人々を「Patriot」というので，この言

葉にはちょっとだけ戦争のイメージがあるんです。

だから，『愛国心』は「Patriotism」と訳さない

ほうがいいと思います。うーん，もっといい訳っ

てないかな。やっぱり難しい言葉は使わずに，

「日本はいいんでねぇか」っていう，軽い気持ち

でやり出すべきだと思いますね。『愛国心』では

なく『おくに自慢』というのではどうでしょうか。

ふつうは『おくに自慢』というと，自分の生まれ

故郷の話になりますが，意味をちょっと広くして

「おくに＝日本」。国際交流では，お互いに自分の

国のことを話し合うことが大切です。「日本のよ

いところはこういうところだ。」「エジプトのよい

ところはこういうところだ。」「なるほどね。お互

いに勉強になったね。」と。ただし，それが「いや，

うちの国が一番だ。お前の国は二番以下だ。」とな

ってはいけない。「全ての国は平等」という根本

的なところから，国際交流の道を歩みはじめなけ

ればならないと思うんですね。良いところ・悪い

ところをお互いに分かち合う，そういうのが本物

の国際交流でしょう。ランクじゃないんです。国

際交流のためにも，やっぱり『おくに自慢』が必

要です。『愛国心』という政治家が使う専門用語

みたいな言葉では気持ちが十分伝わらない。「こ

れからは『おくに自慢』だよ」と。うん，これが

いいと思う。よろしくお願いします。（談）

１９６０年３月３０日生まれ。米国カリフォルニア州出身。高校時代留
学生として１年間在日し，その後，大学時代にも再来日。大学卒
業後日本に戻り山形県で英語教育に従事。３年間の山形生活で
鍛えた山形弁を武器にドラマ，コメンテーターと何でもこなす。

『おくに自慢』

山形弁研究家 ダニエル・カール
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はじめに

筆者は，先に「江戸の『道徳力』」（『子どもの

道徳』第９２号，２００８年）において，外国人の記録

をもとに，従来のイメージとは異なる江戸社会の

「平和と文明」の側面を指摘した。例えば，１８６５

年に世界周遊の途上来日したドイツ人のハインリ

ッヒ・シュリーマンは，「この国は平和で，総じて

満足しており，豊かさに溢れ，極めて堅固な社会

秩序があり，世界のいかなる国々よりも進んだ文

明国である」（『シュリーマン日本中国旅行記』）

と，江戸の「平和と文明」を高く評価している。

本稿では，この「平和と文明」の基礎となった

「江戸の道徳力」の実態と，江戸の子どもたちの

教育について，来日外国人たちの記録を中心に見

ていくことにしたい。

１ 「国民的生活文化」の形成

「江戸の道徳力」の前提に，江戸時代における

列島規模での「国民的生活文化」の形成があった。

例えば，１６１１年と１２年に来日したイスパニア人の

セバスチャン・ビスカイノは，「言語は一にして

文字の書方も一様なり。男女共に皆読み書き又計

算をなし，商売の事に甚だ機敏にして猶太（ユダ

ヤ）人も彼等には及ばず」（『ビスカイノ金銀島探

検報告』）と，日本社会の言語や文字の統一性を

指摘し，１６１９年に来日し，平戸のオランダ商館長

に就任したフランソア・カロンは，「日本人は一

つの言語，一様の衣服，一つの貨幣，一つの目方

を持つ」（『日本大王国志』）と言語，衣服，貨幣，

度量衡などの統一性を指摘している。

また，１７７５年に来日したスウェーデンの植物学

者カール・ペーテル・ツンベルクは，「日本人は

真に国民的な服装を有する事を誇ることが出来る。

実際この服装は皇帝より草莽の臣の末に至るまで，

社会の各階級を通じて同様なのである」（『ツンベ

ルク日本紀行』）と，身分を超えた服装の統一性

を指摘し，１８６１年に幕府に招かれ来日したアメリ

カ人の鉱山学者レフェイアエル・パンペリーは，

「日本の住宅は宮殿から下層まで，おもに大きさと

材質の贅沢さの点で異なるが，ひとつの様式で建

てられ，形と家具には精緻な簡素さが広くゆきわ

たっている」（『パンペリー日本踏査紀行』）と，

住宅建築の統一性を指摘している。

その他，１８７６年にお雇い外国人として新政府に

招かれたフランス人法律家のジョルジュ・イシュ

レ・ブスケは，「道中で時たま出没する若干の乞

食の境遇に対しこの名［貧困］を与えることなど

はほとんどできない。生活が容易で単純な国では

ほとんどすべての者が貧しいが，悲惨な者は一人

もいない。余計なものをもっているものはほとん

どなく，誰も安楽な生活などは知らない。だから

富や生活条件について他の国で見られるような不

均衡がないわけなのだ。富める商人でも最低の労

働者と違うものを食べているわけではない。本来

の意味の贅沢は存在せず，自分の幸福を見せびら

かして隣人を圧倒するような者もいない」（『ブス

ケ日本見聞記』）と，当時の日本社会が「貧しい」

ものの「悲惨」ではなく，格差が小さいことを記

している。

外国人たちは，江戸社会が共通の生活文化様式

を確立していたことを指摘し，日本人を１つの

「国民」ととらえたのである。

２ 宗教的影響力の低下

江戸時代の「文明化」は，宗教の地位・機能の

低下を伴うものであった。カロンは，「この国民

は特に迷信的でも無ければ宗教的でもない。彼ら

は朝夕，食前・食後，あるいは時々祈ることもな

い。一カ月に一度寺院に参詣する者は信心深いと

言わざるを得ぬ」（『日本大王国志』）と，江戸時

代人の宗教心の薄さを述べ，ツンベルクは，「日

「江戸の道徳力」と
子どもたち

東京学芸大学教授 大石 学
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本各島ともども宗教組織は同じである。然し宗派

は無数に分かれる。そして各宗派は他の宗派に対

し互に極めて寛大な態度に出てゐる……宗派の上

に一人の長が居る。これが内裏である。その権力

及び職能はかなり法王に似てゐる」（『ツンベルク

日本紀行』）と，宗派間の親和性と天皇の宗教性

を述べている。

１８５８年に来日したイギリス人のローレンス・オ

リファントは，「日本では，宗教は，ある国々の

ように不道徳を隠すために用いられるのではなく，

むしろその後楯となり，それを支持するためにあ

るので，事実上ここでは寺院と茶屋との間にはほ

とんど差がない。両方とも美しく整えられた敷地

に置かれている」「神々の宗教と仏陀の宗教，及び

両者がいろいろ混り合い，わずかな差異をもった

宗教のほかに，儒道すなわち『生活の道』の哲学

的教義がある。それは明らかに孔子の教えの変型

である。この教義は，シナと同様，この国でも十分

に『幅が広く』また融通がきくので，どのような

形の迷信とも調和する。正確に言えば，その教義

は神（ゴッド）も，寺院も，また崇拝の場も認め

ない。宇宙に充満する精神を認める。未来の報償

や責罰の状態をいっさい否定する。そして幸福は

正しい生活の中に在ると主張し，また五つの基本

的な善悪が実行されれば，人間は完成されると説

く。その五つとは――道徳に適した生活を送り，

正しいことを行ない，礼儀正しく，賢明に統治し，

良心に従うことである［五常――仁・義・礼・智

・信］」（『エルギン卿遣日使節録』）と，宗教が娯

楽と一体となり，儒教（道徳）が優位にある状態

を述べている。

また，１８５７年に来日したオランダ人のリッダー

・ホイセン・カッテンディーケは，「日本人は必

ずしも宗教を信ずる訳ではないが，皆お勧めと思

って信心をしている。だから神道も仏教も，分別

ある日本人には何の満足も与えていない。教養の

ない日本人は，ただ信心は自分の義務であると覚

（思）っているから，満足しているが，彼等には神

道であろうが，仏教であろうが信心さえすればよ

いので，中にはこの二つを一緒に信心している者

すらある……たとい表面的には仏教徒もしくは神

道信者であろうとも，教養ある日本人は儒教の教

養を奉じ，政府もまた，この道を実践しているの

である。儒教は第一に幼年者の保護を説き，学校

の設立を規定しているが，この教えは日本のほう

が，支那よりも遥かに立派に実行されている。何

となれば日本には，読み書きのできない者は極く

稀である」（『長崎海軍伝習所の日々』）と，信心

の弱さ，儒教の教育効果を記している。

さらに，１８６１年から６６年にかけてイギリス海軍

軍医将校として日本と中国で勤務したフレデリッ

ク・ビクター・ディキンズは，「僧侶の政治的影

響力はようやく１６世紀に終った」（『パークス伝』）

と，戦国時代の終焉に伴う宗教の政治力の低下を

述べ，先のシュリーマンは，「もし人が言うよう

に文明を物質文明として理解するならば，日本人

は非常に文明化された民族だといえよう。なぜな

らば産業技術において，彼らは蒸気機関の助けも

なく達せられうるかぎりの非常に高度な完成度を

示してきているからである……しかし，もし人々

が宗教を文明の尺度と考え，たとえばキリスト教

徒たちの理解するような宗教において大切である

ようなものを普及させ，かつ保持してゆき，霊魂

の最も高尚なる観念とを鼓舞し，迷信を根絶し，

寛容なることを繰り返し教え込むことをもって文

明と呼び表わすならば，日本民族は文明化されて

いないと言えるだろう」（『シュリーマン日本中国

旅行記』）と，日本が宗教の力に頼らない文明社

会を作り上げたと述べている。

以上，来日外国人たちは，江戸時代を脱宗教段

階の文明社会ととらえたのである。

３ 倫理・道徳の普及

外国人たちはまた，江戸社会が宗教に代わり道

徳と倫理を国民的規模で普及したことを高く評価

している。例えば，ツンベルクは，「日本人の倫

理は，欧羅巴の学校で教へてゐる倫理のやうに，

困った屁理屈のお蔭で不自然なものとされてしま

つてゐるやうなことがない。日本の倫理は数条の

簡単明瞭な守則があるのみである。そして日本人

はこの守則を実践するに努力するのである。宗教

各派もその基礎観念としてこの守則を認めてゐて，

且つこれと不可離のものと思ってゐる」と日本社

会の基礎は倫理であり，宗教各派もこれを認めて

いると述べ，「歴史は実践倫理と見ることが出来

る。この歴史は経済学的各学問と共に，日本の国

民教育の一部門となってゐる。日本人は外国の歴

史は殆んど知らないが，自分の国の歴史は細心な

���「江戸の道徳力」と子どもたち
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注意を以つて忠実に記述してゐる」と，歴史とは

実践倫理であり国民教育の一部門となっていると

述べる。

またツンベルクは，「哲学者及び道徳家も又宗

教上の高位のものと同様に尊敬されてゐる……哲

学者及び道徳家のうち最も尊重されてゐるのは儒

道或は孔子である……その信者は絶対的存在物と

云ふものは認めてゐないが，過なき一生を暮る幸

福と云ふことを眼目とし因果応報を認めてゐるが，

それもこの現世だけの問題である。この信者は宇

宙的霊魂或は理性が宇宙を活動せしめてゐること

を認めてゐるが，神を認めず，従って宗教的儀式

は何もない」と，宗教的儀式を伴わない現世の幸

福を追究する道徳（儒教）が広く普及しているこ

とを指摘する。

さらに彼は，「この国は人口が多いに拘らず，

乞食や貧民に逢ふことは極めて稀である。この国

民は必要以外のものは望まない。従って赤貧より

生じ，又赤貧の原因となる悪徳を少しも持ってゐ

ない」「日本の人口は非常に多数なのに拘らず，

この国は常に豊饒なる物産を享楽し，飢餓といふ

ことは稀多に見られない……国民が粗食に甘んじ，

又耕作に熱心に従事するので，見らるゝ如く，欧

羅巴の深奥なる経済学者や政治家が偉い投機的な

計画を立てるよりもずっと美事な効果を収めてゐ

るのである」と，日本に貧困がない理由として多

くを望まないこと，日本に餓死がない理由として，

倹約と勤労という道徳的態度をあげている（『ツ

ンベルク日本紀行』）。

以上，ツンベルクは江戸社会の「倫理」「道徳」

を高く評価したのである。

この他，１８５５年にグレタ号で来日したドイツ人

商人のリュードルフは，「日本人は知的で，勤勉な

国民であり，外国から役に立つことを学ぶことを

知っており，また北米人との折衝でみせたように，

優れた外交官である……日本人はいろいろな危険

があっても，友のために尽くすし，どんな苦痛に

も耐え，友の信頼を裏切ることは決してしない。

そして保護を求めてきた外国人さえも，日本人は

最後の血の一滴がなくなるまで守るのである。彼

らは彼ら同士や外国人とつき合う時は，大変礼儀

正しい……日本人は嘘をついたり，物を盗んだり

強奪することに，嫌悪感をもっている」（『グレタ

号日本通商記』）と，日本人が勤勉で友人を大切に

し，礼儀正しく，盗みをしないことを述べている。

１８６０年に来日したイギリス人の植物学者ロバー

ト・フォーチュンは，「日本人は街上を歩行しつゝ
いえども すこぶ

あるものと雖，頗る礼譲に富み，通常アナタ，オ

ハヨーと挨拶す」（『欧米人の日本観』）と記し，

１８６２年から６５年まで在日したフランス人のアルフ

レッド・ルーサンは，「上流下流を問はず，日本人

は極めて礼儀作法を重んぜり。此の点より見れば，

恐らくは日本人は世界第一の礼式家ならむ」（同

上）と，いずれも日本人が礼節を守ると記し，先

のブスケは，「将軍から最もつまらない役人に至る

まで，各人には道徳によって命ぜられ，法律によ

って定められた人民に対する義務がある。政府は

人民に必要な食糧を廉価に供給するように努め，

買占めのないように監督しなければならない」

（『日本見聞記』）と，日本国民が道徳と法律に基づ

いて行動していると述べている。

以上のように，外国人たちは，江戸社会の「道

徳と礼儀」を「平和と文明」の基礎として，高く

評価しているのである。

４ 江戸の子どもと道徳

こうした社会において，江戸の子どもたちは，

幼いころからの教育により道徳を身につけていっ

た。戦国時代に来日したイエズス会宣教師たちは，

そろって日本の子どもたちの愛情豊かな育てられ

方と，その結果としての礼儀正しさをレポートし

ている。例えば，ポルトガル人のゴンザロ・フェ

ルナンデスは，１５６０年のポルトガル・コインブラ

宛の書簡で「その子を育つるに当り大にこれを愛

し，これを懲することなし」（『イエズス会士日本

通信』），１５６３年に来日したポルトガル人のルイス

・フロイスは，「われらにおいては，通常，鞭で

打って息子を懲らしめる。日本では，それはごく

稀なことで，ただ（欠，言葉か）によって咎める

だけである」（『日本覚書』），同じくポルトガル人

のロレンソ・メシアは，「彼等は甚だよき記憶を

有し，少年は皆いかに複雑な使の口上も，彼等に

言ったとほり正確に伝へ」「ヨーロッパの子供は，

青年になっても，口上ひとつ伝えることができな

い。日本の子供は，十歳でも，それを伝える判断

力と賢明さにおいて五十歳にも見える」「われら

の子供たちは，素行上，たいして思慮分別も優雅

さもない。日本の子供たちは，その点，異常なほ
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ど完璧で，おおいに感嘆に値する」（『イエズス会

士日本年報』）と，いずれも子どもたちが愛情を

もって育てられ，小さなうちから重要な仕事をし，

分別のあることを評価している。

イタリア人のアレシャンドゥロ・ヴァリニャー

ノも，「国民は有能で，秀でた理解力を有し，子

供達は我等の学問や規律をすべてよく学びとり，

ヨーロッパの子供達よりも，はるかに容易に，か

つ短期的に我等の言葉で読み書きすることを覚え

る。また下層の人々の間にも，我等ヨーロッパ人

の間に見受けられる粗暴や無能力ということがな

く，一般にみな優れた理解力を有し，上品に育て

られ，仕事に熟達している」「日本人の間には，

よく一致と平穏が保たれる。子供の間においてさ

え，聞き苦しい言葉は口に出されないし，我等の

もとで見られるように，平手や拳で殴り合って争

うということはない。きわめて儀礼的な言葉をも

って話し合い，子供とは思えない重厚な，大人の

ような理性と冷静さと落着いた態度が保たれ，相

互に敬意を失うことがない……。ことごとくの日

本人がまるで同一の学校で教育を受けたかのよう

に見受けられる」（『日本巡察記』）と記している。

もちろん，これらの報告がそのまま当時の日本

社会全体を示しているわけではない。しかし，宣

教師たちが，当時の子どもたちに感嘆し，その要

因に教育をあげていることは注目される。

先のカロンは，「７～１２歳の子供が賢しくかつ

温和であるのは驚くべき程で，彼らの知識・言語

・応対は（老人の如く），和蘭では殆ど見られな

い。丈夫に成長したといっても，７～９歳以下の

小児は学校へ行かない。この年輩で修学してはな

らぬという理由で，従って彼らの一群は生徒でな

く，遊戯友達の集会で，これが教育に代り，彼ら

は野生的にまた元気一杯になる。学校へ行く年齢

に達すると，徐々に読書を始めるが，決して強制

的でなく，習字もまた楽しんで習い，否々ながら

無理にするのでは無い。常に名誉欲をうえ付け，

名誉に関しては他に勝るべしと激励し，短時間に

多くを学び，これによって本人及び一族の名誉を

高めた他の子供の実例を挙げる。この方法により
もたら

彼らは鞭撻の苦痛が齎すよりも，更に多くを学ぶ

のである」（『日本大王国志』）と，子どもたちは

最初は子どもたちの集団で教育し，その後は学校

で楽しく自主的に学ばせ，激励しプライドを身に

つけさせていくと記している。

江戸中期に来日したツンベルクは，「子供を育

てる方法を見たが，私は非常に満足に感じた。日

本人はその偉人たちの英雄的行為を歌ひながら，

子供を眠につかせるのである。物の分る年になる
もく と

と，日常目賭せしめてゐる模範となる行為によっ

て，道徳の実践的教訓を施して訓誡するに止る。

決して子供を撲つことはない。文化を誇る欧羅巴

の国民が，哲学者たちの賢明なる注意を他にして，

その子供たちに盛に加へる，この非人道的にして

且つ恥づべき刑罰法を，私は日本滞在中見たこと

がなかった」（『江戸参府随行記』）と，強制では

なく日常的な繰り返しにより道徳を教えることを

評価している。

１７７９年から三度にわたって来日し，長崎出島の

商館長を務めたオランダ人のイザーク・ティチン

グも，「子供たちは大きくなるにつれて自国の歴

史を研究し，またそれぞれ異なった職務に付随す

る義務を学ぶ。そして子供は，規則正しく親の後

を継ぐのである……孔子の教えは，いつの時代で

も教えられ，公立の学校で教えこまれる」（『日本

風俗図誌』）と，手習所で儒教を学ぶとし，ロー

レンス・オリファントは，「若者を教育するこの

方法は三世紀以上も続いて行なわれており，その

結果は，一般に証明されているところによれば，

このうえもなく満足すべきものである」（『エルギ

ン卿遣日使節録』）と，こうした日本の教育法を

絶賛している。

外国人たちが，江戸社会の「平和と文明」の基

礎を，幼児期以来の道徳教育に見ていることが確

認されるのである。

おわりに

以上，江戸の道徳教育は，江戸の子どもたちを

社会人として成長させ，社会の秩序・治安・風紀

を安定させる役割を果たした。外国人たちが高く

評価する江戸社会の「平和と文明」は，厳罰や強

制ではなく愛情に基づく幼児期からの道徳教育に

よって実現されたのである。

���「江戸の道徳力」と子どもたち

自由化・個性化のもとでの不信・不安。現代社会がかかえる問
題点を江戸時代を通して考えてみたいと思っている。昨年時代
考証を担当したNHKドラマ『篤姫』が高視聴率を維持し，評判
をよんだのも，ドラマのテーマが「役割」「家族」といった現代社
会のかかえる問題点に密接にかかわっていたからと考えている。

教育のひろば 7
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１．重点課題の背景にあるもの

上 杉 それでは，今回の学習指導要領の改訂に

伴う道徳教育もしくは道徳の時間の考え方などに

ついてお話をお伺いしてまいりたいと思います。

今回の学習指導要領の改訂で，いくつも注目す

べき点があろうかと思います。特に私は指導内容

の重点化を図る必要があるという点をどう具体化

していくかということが，きわめて重大な問題で

あろうと認識をしております。それで今日は前提

として，学習指導要領では「指導内容の重点化を

図る」という言い方をしておりますけれども，こ

れを「重点課題」と呼ぶことにして対談を進めて

まいりたいと思います。

最初にお伺いしたいと思っておりますのは，今

回，各学年を通じてあるいは各段階ごとにそれぞ

れ指導内容の重点化を図るべきとされていること

がらがたくさん掲げられました。これらの重点課

題が示された背景について，先生のお考えをまず

お聞かせいただけませんか。

新 宮 私は学習指導要領の今回の改訂には，直

接かかわっておりませんので，外野席から重点課

題をどう読んだかという立場で私の考えを３つ申

し上げてみたいと思います。

その�です。人間らしい基本的な生活が乱れて
いる・自他の生命が軽視されている・人間関係が

喪失している・規範意識が低下している等々の，

現代社会の抱える教育的諸課題がありますが，道

徳教育はそれらの諸課題に，十分に対応しきれて

いないのではないかということが第一にあげられ

ると思います。

その�です。私は，道徳教育は，子どもが自転
車乗りの練習をやるようなものだと考えています。

自転車乗りの練習では，はじめに大人が自転車

の後ろの荷台をつかんで倒れないように支えてや

りながら自転車を走らせます。ときどき，ぱっぱ

っと手を離します。支えたり離したりしながら練

習を繰り返しているうちに子どもは一人で自転車

に乗れるようになります。

道徳教育もこれと同じようなものであって，は

じめは親や教師が子どもを支えてやるけれども，

ときどき手をぱっと離してやるわけです。そうし

ているうちに子どもは，道徳的に，また人間的に

独り立ちできるようになります。この期間が９か

年という義務教育の期間であるわけです。

文部科学省が重点課題の中心に示している自立

心・自律性という概念はそういう意味であって，

教師や親がいなくても，道徳的にちゃんと人間ら

しく生きていける子どもを育てることが大切であ

るとする趣旨であろうと思うのです。自立心，自

律性というのは，個，自他，集団という人間関係

の広がりにおける「個」という意味ではなく，道

徳的に独り立ちした，人間の生き方を総括的にと

らえた概念であり，今日の道徳教育は，独り立ち

した子どもを育てようとしているのかという課題

提起であるととらえるわけです。

その�です。重点課題の文章の語尾を見ますと，
「身に付ける」という言葉が多用されています。

「身に付ける」の「身に付く」というのは，「それ

が自分のことのように操られる」という意味をも

っています。人間のよさが，自分の中に収まって

いて，それが実行できるようなたくましさをもっ

ている，それが身についた状態であると思います。

ところが，現在の道徳教育ははたして身につく

ところまで，教育しているかという問題提起であ

ると思うのです。

千葉大学大学院
教授

上杉 賢士

淑徳大学
名誉教授

新宮 弘識

道徳教育への期待に応える

「重点主題」の考え方・進め方

新学習指導要領への対応を構想する対対談談
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例えば，今回の改訂で，「自分の生き方について

の考えを深め」という文言が，目標に新しく設け

られました。これを私なりに解釈しますと，従来

の道徳の授業は，人間のよさに感動させたり，人

間のよさを理解させたりすることに力点がおかれ

ていました。これは内なる心として非常に重要な

のだけれども，それだけではなく，その内なる心

を具体的な行為として表していく力まで高めるこ

とが大切なのです。新しい目標には，そのような

趣旨が込められており，重点課題の教育も，重点

課題ではない教育も「身に付く」ところまで深め

ていく教育が大切であるというように理解するの

です。

上 杉 昭和３３年に学習指導要領に初めて道徳の

時間が登場して，ちょうど今回の改訂時は「道徳

５０年」という整理がされました。その中で，皮肉

にも５０年の節目に重点課題と呼ばれる重要なこと

がらが出てきたわけです。その冒頭に，自立心・

自律性の育成という重要な課題が示されました。

おそらく道徳教育を本気で考えてきた方々は，道

徳そのものはまさに自律的である，道徳性そのも

のが自律的であると考えてきたと思います。しか

し実際のところは，今，先生がおっしゃった言葉

を使わせていただきますと，子どもたちが道徳的

に独り立ちしていくという方向には必ずしも向い

ていなかったという指摘だろうと思います。人為

的に外側から力を加えて子どもの状態をよくしよ

うと考えてしまっていたせいなのだろうと私なり

に総括をしております。

そういう意味で，われわれがこれから考えてい

く基本的なことがらとして，道徳的な自律を子ど

もたちが果たしていく，そのための教育はどうあ

るべきか，ということがかなり正面から問われた

と受け止めております。そういう点から考えます

と，いくつも掲げられてきた内容項目の一つ一つ

をただ教えればいいのではなくて，もっと重要な

根っこの部分の教育と，それに伴う教育のあり方

について検討してほしいという要請が，今回の改

訂のとりわけ重点課題が示されたという動きの中

に，私なりに読み取ることができると考えており

ますが……。

新 宮 今「根っこ」とおっしゃったでしょう。

これは大事なことだと思います。

ある方は，従来，内容（道徳的価値）といわれ

ているものは，不易なるものであり，重点課題は

流行であるとおっしゃっていますが，私は疑問に

思います。人間らしい基本的生活の確立・自他の

生命の尊重・人間の関係性や社会性の確立・規範

意識の高まり，それから道徳的独り立ちという意

味での自立心・自律性等は，不易や流行というと

らえ方ではなく，「根っこ」，――つまり，人間の

よさの「もと」であると思うのです。

人間のよさの「もと」になる重点課題の教育を

もっと重くとらえて教育することが大切でしょう。

上 杉 そうですね。私自身もかつては小学校の

現場で実践をしておりましたし，それから今現在，

いろいろな学校にお伺いする機会があります。そ

うすると，やはりそこで受ける印象の一つはです

ね，教科型の指導と道徳が，先生方の考え方の中

できちんとした区別がされていないということで

す。足りないものを補うという形で子どもの中に

道徳的内容と呼ばれているものが満ちていけば，

それで道徳教育も成果があがった，もしくは完結

するのだというような考え方があります。やはり

一人の人間が生きていくために，まさに「もと」

になる考え方をどう形成していくかが問われるべ

きです。とりわけ義務教育段階における子どもた

ちの重要な発達課題として，人間の生き方にかか
おおもと

わる大本の部分をどう形成していくか，そこのと

ころを案外見逃していませんかという問いかけが，

今回この重点課題という形で集約的に出されてき

たと考えています。したがって，いつどこで何を

教えるかという問題ではなくて，もう一度これま

でやってきた道徳教育のあり方を見つめ直してみ

ましょうと，そういう契機にしていかなければで

すね，今回の改訂の趣旨は生かされないと，私な

りに考えております。

２．重点課題にどう対応するか

上 杉 それでは少し具体的に踏みこんでですね，

全体を通じて，あるいは学年段階ごとに示された

重点課題については具体的にどう対応していけば

いいか，その際の基本的な考え方について話を進

めたいと思います。

新 宮 ２つのことが言えると思います。

その�です。重点課題は，従来の道徳的な内容
（道徳的価値）とどう違うのかということを明確

にしておく必要があるということです。
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例えば，内容（道徳的価値）に示されている生

命尊重と重点課題として示された生命尊重とはぴ

たりと重なると思います。ところが，人間らしい

基本的な生活・人間の関係性・規範意識・自立心

や自律性等の重点課題は，従来の内容（道徳的価

値）と対応するものではなく，先ほど「もと」と

言いましたけれども，内容（道徳的価値）を構造

的に総括するものというとらえ方をする必要があ

ると思います。この重点課題は，内容項目のどこ

かというとらえ方をしてはいけないと思うのです。
もと

その�です。重点課題は，人間のよさの「本」
であるというとらえ方をしますと，その教育方法

も，従来の内容項目に関する教育の方法と違った

独自の方法を構想する必要があると思います。こ

のことについては，あとで具体的に取り上げるで

しょうから，問題提起だけにとどめておきます。

上 杉 ありがとうございます。重ねて伺います

が，今の話で先生が前半でおっしゃった部分，つ

まり学校ごとにどう重点を定めていくかという問

題です。従来のように内容項目で４つの視点に分

けて示されていたことがらというのが，いわば標

準的な指導内容であります。しかし，これは学校

によって地域によってあるいはもう少し細かくい

うと一人一人の子どもによって状態が違うわけで

すね。また，今回重点課題として示されたことが

らについても，子どもたちの状況はそれぞれに異

なります。したがって，学校としての重点，ある

いは学年・学級としての重点をはっきりさせる必

要があります。平成２１年度から，道徳の場合は前

倒しで実施してよいということになっております。

まず先に学校が考えるべきことは，わが校の，わ

が学級の重点はいったい何なのかということをも

う一度課題に照らしてみていくという態度や作業

が必要になるのではないかと考えます。

それからこれまでの内容項目を年間３５週の中に

散りばめて一つ一つ教えていくというのとはちょ

っとまた別の仕組みの計画が求められてくるであ

ろうとも考えます。これから半年もしくは１年の

間にですね，各学校で活発にそうしたことの検討

が進むことが期待されると思っております。

新 宮 重点課題に関する教育方法の基本的な考

え方ですね。二つの方法をあげたいと思います。

その�です。一つの重点課題を教育したからと
いって，すぐに子どもが人間のよさを身につけ実

行できるようになるわけではないから，手を変え

品を変え，観点を変えて繰り返し繰り返し，時間

をかけて教育していくということが大切であると

思うのです。われわれは，一つのことを教えたら

すぐにわかり，すぐに実行してほしいと考えたり

期待したりしがちですが，漢字を教えたらすぐ使

えるようになるという教育とは違って，なかなか

そうはいかないと思います。

だから，従来の，１主題・１内容・１資料・１

時間という固定観念から脱皮して，１主題・複数

内容・複数資料・複数時間という拓かれた教育方

法を開発する必要があると思うのです。

その�です。今回の学習指導要領の改訂のとき
に，二つの道徳教育論争があったことは，皆さん

よくご存じだと思います。その一つは，道徳の時

間を教科にしようとする道徳教育論です。これは，

「人間が本来もっている人間のよさは，人間のよ

さを教えることによって磨かれる」とする教育論

で，教科主義・系統主義に立つ教育論であるわけ

です。もう一つの道徳教育論は，「生活上よいと

言われていることを，生活の中で学ぶことによっ

て磨かれる」とする教育論で，これは経験主義，

生活主義に立つ教育論です。

この二つの考え方は，教育再生会議と中央教育

審議会との対立する意見として出てきたわけです

が，それは昭和３３年の道徳の時間を特設するとき

の教育論争と同じであるわけです。

この二つの考え方は，時計の振り子のように右

か左かじゃなく，お互いに特長があり欠点がある

わけですから，お互いに補い合うという考え方に

立つことが大切であると考えます。この教育原理

を，重点課題を考える際の基本的な考え方として

生かすことはできないかと思うのですね。

上 杉 今先生がおっしゃったことは，先ほどの

先生がお話しされた「身に付け」というところと

かなり直接的に結びついている気がします。昭和

上杉賢士先生
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３３年に道徳の時間が特設されて以来，内面的な指

導であるという原則が敷かれました。具体的に目

に見えて子どもたちの行動が変わるということは

必ずしも求めなかったわけです。しかし，何かそ

ういうある種の縛りにも似た条件の中で，先生方

がいったいどこまで子どもたちに向かい合ってい

けばいいのか，あるいは教育上の効果がどのレベ

ルで表れればいいのかということについて，長い

間手探りで来たように思います。しかし，道徳的

な観点からいっても，子どもたちがきちんと身に

つけてそれを行動の上に表せるというところまで

はある意味で指導者の責任だと思うのですね。ま

ったく先生のおっしゃったとおり，一つは繰り返

しの指導ということになります。例えば，先ほど

教科型という言い方をされましたが，ある知識や

情報を子どもたちに伝えることに主眼が置かれま

す。子どもたちはそれを知ることによって，一応

その場面の目標は到達できたと考えます。しかし，

道徳の場合は，何かを知ったことによって目標が

達成できたかというと必ずしもそうではないわけ

です。何回も繰り返し繰り返し学ぶことや体験を

通して，より望ましい方向に自分を近づけていく，

そういう学びが実は大切なのです。そうすると，

それを支える教師はやはり子どもたちの様子を見

ながら丹念に丹念に繰り返し指導を行いながら，

どのような変化や成果が表れたかということをき

ちんと見ていくという，ある意味で粘り強い指導

が必要だろうと思います。

新 宮 今「縛り」とおっしゃったでしょ。これ

ね，「縛り」をなくすわけにはいかないでしょう

けれど，縛りの緩和は必要ですよね。

道徳は，人間の内なるものとしての心から発し

たものでなければ，自分のとった行為を恥じるこ

ともできないし，誇ることもできないという意味

では，内なる心は基本だと思います。けれども心

の段階にとどめたのでは，ほんとうの人間のよさ

を生かして生きる，人間らしく生きるということ

はできないと思うのです。だから，先生がときど

きおっしゃっている「心と力」，これが大事なこと
もと

で，道徳は，「心」が本だけれども，それが「力」

にまでいかないと，ほんとうの人間を育てること

にはならないという，そこのところね。これが方
もと

法論の本だと思うのです。この「力」を説明して

くださるといいのですが……。

３．「心」と「力」を育てる

上 杉 道徳教育においては，心を育てることが

大切だと言われてきました。それがきわめて重要

な問題でありながら，しかし一方でわかりにくさ

のようなものをもたらしてきたと思っております。

私たちは，子どもたちの心をしっかり育てようと

は思いながら，いったい何をしてきたのだろうと

思うことがあります。「心」をいわば内面的な資

質とすれば，「力」は具体的な行為として表せる

ことだという理解をしております。むろん心を育

てるということはきわめて重要な問題ではありま

すけれども，私たちは道徳教育においていったい

どんな効果があったんだろうと迷ってきたわけで

すね。それをもう一度，子どもたちの「力」とい

う面に置き換えて，われわれの働きかけが子ども

にどのような成長をもたらしたかということを見

ていこうと考えています。

新 宮 心と力のことを，礼儀の教育に例示して

考えてみましょうか。

礼儀の指導は，国語では５年生か６年生で２，

３時間，敬語の授業をするようです。これは，敬

語とは何かという頭でのわかりにとどまるわけで

すね。それから道徳の時間での礼儀の指導は，１

学年に２時間程度だと思われます。この教育で礼

儀を「身に付ける」ところまで指導ができるかと

考えたときに，限界があると思います。そこで，

あいさつ運動をやって身につけるという教育が展

開されるわけです。あいさつの繰り返しによる教

育です。あるいは家庭との連携をとりながら，礼

儀を身につけていくという教育も大切であると思

うのです。従来の道徳教育は，頭でわかる・感動

する・理解する教育に力点が置かれがちであった

が，もっと他の教育活動における道徳教育，ある

いは家庭における教育，社会における教育との関

連連携をどうするかという問題。重点課題の方法

新宮弘識先生
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は，このことと切り離して考えることはできない

と思います。

上 杉 先ほど，「心」と「力」と申し上げましたが，

もう一度別の言葉で言い換えておきます。

カリキュラム論において，履修主義という考え

方と習得主義という考え方がございます。履修主

義というのは，いわば学んだという事実だけが積

み上がるという考え方です。これに対して習得主

義というのは，そこに掲げられている目標，ある

いは内容がしっかり身についたかということが問

題にされるわけです。しかし，子どもたちが学ん

だことをしっかり身につける，あるいは日常の生

活で活きる，さらに自分の生き方に反映できると

いうところまで視野に入れると，やはり道徳にお

いても習得主義という考え方が導入されていいの

ではないかと考えるわけです。

新 宮 面白いですね。『論語』に「徳は得なり」

という言葉があります。道徳の徳は体得，会得の

得であり，身につけること，わが身に得ることで

あるというわけです。だから人間として生きる道

をわが身に得る，これが道徳であると説く人もい

るようです。上杉先生がおっしゃった習得主義も

そうではないかと思いました。

上 杉 その習得主義的な立場から見たときに子

どもたちが道徳教育において獲得するものは力で

あるという整理を私の中でしておきたいと思いま

す。

新 宮 いいですね，いいですねえ。

上 杉 ありがとうございます。（笑）

４．「重点主題」の考え方と具体化

上 杉 それでは，次の話題に進めましょう。

今回の光文書院版の『ゆたかな心』の改訂作業

に私も参加をさせていただきました。その改訂作

業において特に問題になったのは，この重点課題

をどのように具体化していくかということであり

ました。そこで，今回の改訂版の特徴として，重

点課題に対応する内容を「重点主題」という考え

方で取り入れました。この重点主題の特徴につい

て，あらためて先生から整理をお願いいたします。

新 宮 重点課題の教育は，学校の全体計画や道

徳教育の全体計画でも考えていかなければならな

い問題でしょうが，ここでは，道徳の時間におけ

る重点課題の教育方法に絞って考えてみたいと思

います。われわれはすでに具体的な編集作業に入

っていますが，その過程で生み出されたいくつか

の方法を整理して紹介します。

事例�です。基本的な生活習慣を身につけると
いう重点主題の１年生の事例として「ちゃんとの

たつじん」があります。これは，２時間構成にな

っていて，１時間目は，学校内での基本的な生活

習慣を取り扱うことになっています。例えば靴箱

やロッカーの使い方，勉強，遊び，手洗い，給食

等の達人になると，優しい心，いい気持ち，やる

気がぐんぐん身についていきますよという資料を

提示して授業を展開するようになっています。２

時間目は，１時間目の学習を受けて，家庭内に広

げていくわけです。例えば起床・着替え・朝食・

登校の準備・予習復習・就寝等の達人になると，

いい気持ちになるし，やる気も生まれるし，元気

な体にもなっていくよという資料を提示して，授

業を展開するようになっています。これは，ユニ

ット（単元）と言っていいかもしれませんね。ユ

ニットとは，『教育用語辞典』（ミネルヴァ書房）

によりますと「子どもにとって学習内容が個々バ

ラバラに行われるよりも有機的関連を持った一連

のまとまりとして提供される方が効果的である。

このような学習経験のまとまりをユニットとい

う」とあります。よくまとめているなあと感心し

て読んだのですが，この「ちゃんとの たつじん」

という重点主題は基本的生活習慣を身につけると

いう大テーマに従って，１時間目は学校生活，２

時間目は家庭生活というように，連続した学習の

中で学習させようとしているユニットです。

なお，１時間目は学校を扱い２時間目は家庭を

扱うという順序は，家庭から学校へではないかと

いう意見があります。しかし，学校での基本的生

活習慣は一般性・共通性をもっているから学校を

先に学習したほうがねらいに迫りやすいのではな

いかと考えたことをつけ加えておきます。

事例�です。生命の尊重に関する３年生の重点
主題『自分の命』について紹介します。

これは，「いのちのまつり」と「いただきます」，

それから現時点では未定ですがもう１つの，合計

３つの資料を示して３時間構成の授業になってい

ます。１時間目は沖縄を舞台にした「いのちのま

つり」という話ですが，人間の命は先祖から綿々

と受け継がれてきたものですよと，生命の連続性
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を指導するようになっています。２時間目は，命

の連続性という１時間目の授業を受けて，命は多

くの人に支えられています，自然の命もいただい

ているのですと，命の関係性，社会性という観点

から学習させるようになっています。同じ命でも，

１時間目と２時間目とは観点を変えて考えさせ，

３時間目ではそれを踏まえてさらに深めるように

なっているわけです。

事例�です。重点課題の生命尊重に関して２年
生では，３年生と違った展開を工夫しています。

『生きる力』という重点主題がそれです。

１時間目は，「わたしの ものがたり」という

資料を示して，人間は食べたり運動したりやる気

をもったりして，病気やケガを治す力を強めてい

るだけでなく，いろいろな人に支えられて成長し

ていますよということを学習させるわけです。し

かし，この資料は子どもの具体的な生活とは直接

関係のない話ですし，頭の中だけでの学習にとど

まるわけです。

そこで従来の授業では，資料中心の学習を適当

に切り上げて「あなたにもそんなことありません

か」と忙しく問うて忙しく反応させるという学習

をしていたわけです。４５分の中でこれだけのこと

をやろうというわけですから，二兎を追う者は一

兎をも得ずになっているわけです。ほんとうは，

「家に帰ってあなたはどのように成長したかお父

さん，お母さんに聞いてみてごらんなさい」「家

族で話し合ってみてごらんなさい」という課題を

与えて，家に帰って話し合わせる。その結果をも

ち寄って２時間目に自分が成長してきたのは自分

のもっている力だけでなく，お父さんお母さんや

いろいろな人の支えによって今の私があるのだと

いうことを話し合わせると効果的であると考える

のですが，それがなかなかできなかったわけです。

この重点主題ではそれをやろうということなんで

す。そうすれば，子どもは，よそごとの命の話で

はなく，自分自身の問題として取り組むわけです。

これも一つのユニットです。

事例�です。規範意識に関する６年生の重点主
題に『きまりの意義』があります。

２時間扱いで，１時間目は「マナーからルール

へ，そしてマナーへ」，２時間目は「いらなくなっ

たきまり」という資料を通して学習するようにな

っています。１時間目は，東京のある区でタバコ

のポイ捨て禁止令を破った人は２，０００円の過料を

支払わせると効果が上がったという資料をもとに

して，果たしてこれでいいのかという問題意識を

もたせる学習が中心になります。子どもに疑問を

もたせて１時間目を終わるわけです。そうすると

子どもはどうするでしょう。友達と話し合ったり，

家族で話し合ったり，実際にきまりのことについ

て調べてみたり，いろいろな活動をする中で自分

なりの考えをもって２時間目に入ると思います。

そこで２時間目に「いらなくなったきまり」とい

う資料で，きまりはお互いの心の中にあるものだ

という方向で学習が進められます。

私は今，４つの重点主題の事例をあげて説明し

ましたが，このような授業構想は，１主題，複数

資料，複数時間という考えになるわけです。従来

の道徳の授業は，１主題，１時間，１内容，１資

料というようにすべて１だったわけですが，重点

主題は，従来の方法から勇気をもって脱皮しよう

と考えたわけです。

このような考えに関して疑問がありましょうが，

それは後で取り上げていただくことにして，まず

は，重点主題の特徴を申し上げました。

上 杉 そうですね。これまでも複数時間の指導

ということは，一部の先生方の中では試みられて

きたかと思いますね。しかし，内容の有機的まと

まりに注目して，これを単元もしくはユニットと

いうとらえ方をしました。とはいえ，道徳の時間

というのは週１時間でありますので，これを連続

的に扱うといった場合にですね，最初の時間と次

の時間までの間が，いわば子どもたちにとっては，

活動であったり体験であったりするわけです。何

か長期にわたる子どもたちの学びが，一定の有機

的なまとまりの中で保障されるという，そういう

意味で私はこの重点主題という考え方がもたらす

教育上の効果にかなり期待をもっています。

新 宮 複数時間扱いは，昭和４０年代に提案した

ことがあります。でもものすごい反論がありまし

た。それは，１週間もの空白があるのに，子ども

の意識が連続するかという批判です。今回も同じ

疑問や意見があると思います。

そんなことを考えて，『ゆたかな心』では，重点主

題は複数時間扱いをしていますが，これを１時間

ごとに分けて扱ってもかまわないという配慮をし

ています。しかし，基本的には連続してユニットと
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して取り扱ったほうがよいと思います。その場合，

１週間の意識の連続性はどうなるかという問題が

生じますが，１週間を空白の時間と考えないで，１

週間を有効に使うという考え方をとりたいと思い

ます。それがこの案の特色の１つだと思うのです。

例えば１時間目に勉強したことを実践させると

か，あるいは課題について家族で話し合わせると

いう活動を設定しますと，実践を通して人間のよ

さを身につけたり，家族で話し合って学家連携を

深めたりできるわけです。また，他者の意見を聞

く機会も拡充すると思います。学校の中は，友達

の意見，先生の意見に限られています。それを拓

いて，親の意見，異学年の意見，兄弟の意見等を

聞いて，自分の考えを深めたり広げたりするわけ

です。それから，１時間でものごとがわかるとい

うことはないわけで，こういう課題を家に帰って

調べてみようと，１週間の時間を活かして実際に

調べる，本を読むという活動をすることによって，

１時間目の学習が深まったり，２時間目への意欲

が高まったりしていくわけです。

これは，１週間を活かすことだと思います。

上 杉 新宮先生が大主題構想というネーミング

をされて実践されていたころ，先生の実践のレポ

ートを参考にしながら１０年ほど遅れて私も同じよ

うな構想でやっておりました。私の場合はテーマ

学習という言い方をしながら，そのテーマとして，

今回，重点課題として掲げられてきたような内容

を一方で意識しながら複数の時間で構成するとい

う実践にかなり取り組んでまいりました。先生に

向けられた反論とまったく同じような反論が私に

もまいりましたね。でも，従来型の１時間１資料

という授業どうしを結びつけようとしてもなかな

か難しいわけです。ですから例えば，より子ども

たちの力として何か成果を生み出すためには，そ

れぞれの時間のあり方もまた変わらねばならない。

それを一つ前提にしながらですね，例えば２時間

ないしは３時間の連続する学びのプロセスの中に

子どもたちの学びが連続するということは十分可

能だと考えていました。それは「できる・できな

い」というレベルの問題を超えて，むしろそのほ

うがより大きな成果につながっていくのだと確信

しております。あらためてこの単元，もしくはユ

ニットという考え方をもとにした重点主題の構成

に，ぜひ多くの実践家たちに注目をしていただけ

るとうれしいなと，思っております。

５．「重点主題」の効果的な取り扱い

新 宮 重点主題を展開する際に留意すべきこと

がいくつかあると思います。その１つは，１時間

目の授業の終末であり，２つは，２時間目・３時

間目の導入の方法に関することです。

１時間目の授業の終末は，２時間目につながる

ような課題を残すこと。例えば，１週間の活動を

示唆する課題を投げかけてもいいし，実践活動を

促してもいいし，調査活動を促してもいいし，話し

合い活動を促してもいいから，従来とは違った終

末のあり方を工夫する必要があると思います。こ

れは『ゆたかな心』が現行版で示している「発展」と

いう考え方をさらに進めた考えでもあるわけです。

次に導入ですが，例えば，資料にキツネの話が

出てくるとキツネの話から導入するというような

型での，資料への導入が多いようです。私は道徳

的内容をもった導入をもっと大切にすべきである

と思います。例えば１時間目にどういう学習をし

たか，その学習を受けて２時間目に入るというよ

うな内容のある導入を大切にしたいと思います。

そう考えると，いよいよ本物の道徳の授業が始

まるのかなと期待感で心が躍ります。

上 杉 今，先生のご説明の中であらためて私が

感じ入ったことがあります。きわめて具体的なレ

ベルでお話をしますと，単元の１時間目があって，

その終わり方が問題であると思います。例えば次

の時間に向けて何らかの形で課題を示す，あるい

は子どもたちに活動や体験を促すという方向づけ

ができます。今，先生は導入の問題というふうに

おっしゃいました。確かに「さあ今日は，これに

ついて学びましょう，何ページを開きなさい」で

授業が始まるわけです。でも，考えてみると子ど

もたちにとってはその問題やテーマについて考え

る必然性はあまりないわけです。これに対して前

の授業で子どもたちが何らかの形で課題をつかむ。

次の時間に何らかの形で子どもたちはそのことを

意識しながら，学びのスタートに立つわけですね。

この意味は実はきわめて大きいと私は考えますね。

新 宮 昭和４０年代に多時間扱いを主張していた

ときに，１時間目の授業の終わりは紙芝居的な終

わり方をしたらどうかという提案をしたことがあ

ります。「次はどうなるでしょう」とわくわくさ
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重点課題 

複数内容 

複数資料 

複数時間 せて授業を終わるわけです。ほんとうは，子ども

たちが，「次はどうなるかな」とわくわくする終

末がいいのですが，そのための終末の工夫が大切

だと思うのです。そうしますと，２時間目の始ま

りは，教師が「さあ道徳の授業を始めましょう」

と言わなくても，子どもたちは話し合いを始めて

いるわけです。そういう授業になると，道徳的な

独り立ちが具現化された授業になるわけです。ま

さに，自立心・自律性の人間教育の展開です。

上 杉 そうですね。先ほど先生は道徳教育を自

転車乗りに例えられましたね。最初のうちは親が

しっかり支えてやる，教師がしっかり支えてやる。

それで，子どもたちはあたかも自力で走っている

ように感じながらも，でもだれかが支えてくれて

いる。そういう関係の中で，いつのまにか気がつ

いたら支えがなくても自分で動けている。実はそ

のことを授業の構成という点で考えるとですね，

まったくこの重点主題の考え方の中に具体的に反

映されていると，私は理解をいたしました。

新 宮 そうじゃないでしょうか。頭でわかるこ

とと，体でわかることは違う。両者には一長一短

があるわけだから，問題点をお互いに補い合い特

長を生かし合う教育的展開が重点主題だと思いま

す。そう考えると重点主題は，横断的カリキュラ

ムであり，行っては考え，考えては行うというよ

く生きる人間の営みの縮図だと思います。

だからね，私は，本格的な人間の学びが始まっ

たとわくわくしているんです。

６．大局観に立つ教育の必要性

上 杉 ありがとうございます。そろそろお時間

がまいりました。それで，あらためてどういう提

言にまとめていこうかと考えますが，最初にわた

しから述べさせていただいてよろしいですか。

今日は，重点課題としての自立心や自律性をど

う理解するかということから対談が始まったわけ

です。自立心や自律性というのは，教師が教えて

育てるものではなくて，そういう学びの環境を用

意することによって，子どもたちは自立的になり

自律性を獲得するのだと考えるわけですね。そう

しますと，私は授業という営みは基本的には教師

主導だとは思っておりますけれども，そういう環

境の中で子どもたちがその課題を自分の問題とし

てとらえる。あるいは自分の生活や体験を振り返

りそれと結びつけながら，自分ごととして考えて

いくという環境を用意してあげることが重要であ

ろうと思います。特に今回の重点主題という考え

方の中にですね，自立心・自律性を個別のテーマ

として教えるという発想ではなくて，自立心・自

律性がしっかりもてるような学びをつくっていく

という方向が示されたと理解をいたしました。道

徳教育全般において私たちがどのような学びの環

境を用意してきたかということも振り返りながら，

望ましい教育の方向を考えていきたいと考えてお

ります。最後におまとめをいただけるとありがた

いです。

新 宮 重点主題は，非常な労力を要するわけ

で，１学期に一つくらいが妥当かなと思います。

それから，先生がおっしゃった「自立心・自律性

がしっかりもてるような学びをつくっていく」と

いう考えを聞いて私はふと，デューイの「教育は

過程である」という言葉を思い出しました。

それからもう一つ。私は囲碁を打ちます。明後

日も自宅で碁会を開く予定ですが，囲碁は局部観

と大局観が必要です。弱い人は局部しか見ようと

しない。局部にとらわれて，碁盤から目を離して

全体を見ることを忘れるのです。これがなかなか

できないのです。教育も同様であって，道徳の授

業は道徳教育のほんの局部であるのに，それにと

らわれて，大局を見ようとしない。局部である道

徳の授業は人間教育のどういう位置にあるのか，

職員室に掲げてある理想的な子ども像とどのよう

に関連するのか，そしてそれは家庭教育とどうか

かわるか，特活とどうかかわるか，日常生活とど

うかかわるかという人間教育を大局的に見ること

を忘れてしまうのです。重点主題を構想するにあ

たり，私は，先生方に道徳教育の大局観を大切に

しましょうと申し上げたいと思います。

上 杉 碁会の成功をお祈りしています。本日は

たいへんありがとうございました。

（※この対談は平成２１年２月２８日に行われたものです。）



授業研究 

１．はじめに

学習指導要領が改訂され，平成２３年度から新課

程の実施となる。道徳においては今年度からの全

面実施となり，担任は戸惑いながらも新しい資料

を読み込んでいるのではないだろうか。

今まで中学年以降にしか設定されていなかった

「働くことのよさ」についての内容項目が，低学年

にも新設された。今回はこの内容項目に対して，

３学期を想定し，他の教科とも関連させ，体験的

な活動も取り入れた授業を設定してみたい。

２．新学習指導要領から

（１）「働くことのよさ」について

１・２年生の「４－�働くことのよさを感じて，
みんなのために働く」というねらいは，３・４年

生になると「４－�働くことの大切さを知り，進
んでみんなのために働く」となり，５・６年生で

は，「４－�働くことの意義を理解し，社会に奉
仕する喜びを知って公共のために役に立つことを

する」へとつながっていく。働くことの意義を理

解するために，低学年ではまずは「働くことのよ

さを感じる」のである。

低学年の児童は，頼まれた仕事をこなすのが大

好きである。だれかのために役立っている喜びを

感じ，ほめてもらうことの心地よさを大いに感じ

ている。みんなのために働くことに楽しさを感じ

ているこの低学年の時期に，働くことで役に立つ

うれしさや，やりがい，自己有用感などの「働く

ことのよさ」を感じられるようにすることによっ

て，自ら進んで働く姿が見られるようになるので

はないか。そして，低学年のうちから，身近な集

団のために役に立つために働くという社会参画の

意識や態度を育てることが，将来の姿，仕事に誇

りをもち，生きがいをもって仕事に取り組むこと，

将来の自立につながるのではないかと考えられて

いる。

また，低学年におけるこの項目は，４－�家族
愛「父母，祖父母を敬愛し，進んで家の手伝いな

どをして，家族の役に立つ喜びを知る」との違い

をとらえるのが難しい。家族の役に立つために，

手伝いなどをして家族に喜ばれることを主眼とし

た「家族愛」，みんなで手分けして働いて，集団の

役に立ったという自覚を育てる「勤労」という違

いがある。しかし，低学年における「集団」とは，

いちばん身近な「家族」から始まることから，違

いを求めるのは非常に難しいことと考えられる。

教師の側で，関連する価値であることをしっかり

とらえ，そのうえで「家族だけでなく，身近な集

団」のために，「働くことで役に立つ心地よさを

育てる」ことをねらいとするのだという価値の自

覚をもっておきたい。

（２）「自己の生き方についての考えを深める」に

ついて

新学習指導要領では，道徳の時間の目標の中に，

今までの「道徳的価値の自覚」に併せて，「自己

の生き方についての考えを深め」ることが明記さ

れた。今までの目標より強く，道徳的実践力が求

められている。今回の授業研究では，道徳の時間

の最後に，今までの自分よりさらに頑張ろうとす

る自分を意識する時間を設けることとした。授業

の最初よりも，もっと頑張ろうとする気持ちがわ

いてくれるように，授業を展開していきたい。

３．指導のねらい

本時のねらいは，「働けば，周りの人が喜んで

くれたり，自分もいい気持ちになったりすること

がわかり，自分にできる仕事をしようとする。」と

した。

児童は，１年生の３学期ともなると係活動，給

食当番，掃除当番などの決められた役割をこなし

ている。仕事に対しての興味が大きい時期は意欲

的であっても，仕事に慣れが出てくると，受身の

生活科と関連させた１年・「働くこと」
光文書院『ゆたかな こころ』移行措置資料

『わたしに できる こと』を使って
東京都町田市立三輪小学校主幹教諭 富川 克子
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気持ちで与えられた仕事をこなすだけになる児童

も多くなる。この時期に，「働くこと」のよさを

感じ，働くことによって得られる心地よさや，や

りがいを意識させることは，能動的な仕事につな

げるためにも重要だと考える。

今回，２学期末の生活科の授業と関連させ，「冬

休みのお手伝い」という働く体験を行ったうえで，

その体験を振り返りながら３学期に道徳の授業を

行うこととした。「家族のために役立った経験」を

踏まえ，今度は「身近な集団のために役立とうと

する」意欲へとつなげたい。そのことが，「家族

愛」ではなく，「働くことのよさを学ぶ」ことに

つながり結びつき，さらに道徳的実践意欲を広げ

ることにつなげられるのではないかと考えた。

４．他の教科との関連

２学期の終わりは，生活科などで冬の行事に関

連させ，大掃除など年越しのための家庭の仕事を

役割分担する学習も設定されることが多い時期で

ある。快く引き受けた仕事が，ほめられ，さらに

心地よさにつながるという絶好の機会と考えた。

生活科の授業の中で，冬休みのお手伝いを計画し，

実行する。さらに，冬休みのあとの発表会の中で，

そのときの気持ちを披露させ，「働くこと」のよ

さを再確認させる。このような経験を重ねたあと

に，道徳の時間に「働くこと」を取り上げる。児

童は自分たちの経験を踏まえ，道徳の授業に興味

をもって学び，さらに自分たちの実体験を道徳的

に価値づけることで，道徳的価値がより強く児童

の内面に深化されていくことであろう。

５．指導計画

生活科と合わせて，下のように指導計画を立案

した。

教科・領域・時期 単元名・内容・ねらい 児童の心の動き

生活科

２学期終わり

ふゆの くらし「かぞくの やくに た
つ ことを けいかく しよう」
・冬休みの大掃除や新年を迎える準備の

仕事を探し，家族と相談して，手伝う

計画を立てる。

�働くことの大切さを知り，経験しよう
とする。

○大掃除のお手伝いならできるかな。
○買い物は楽しそうだな。
○いつもよりたくさんの仕事があるってお母
さんが言ってたよ。
○たいへんそうだな。
○おせち料理ってどんなふうに作るのかな。

冬休み中 お手伝いをしよう
・計画を基に，お手伝いを実行する。

�経験したことで仕事のたいへんさや，
最後まで頑張った充実感，ほめてもら
うことのうれしさなどを実感する。

○ほこりだらけになっちゃったよ。
○こんなに汚れていたことに，今まで気づか
なかったよ。
○黒豆を煮るのは，２日がかりなんだ。
○お母さんも，お父さんもこんなに頑張って
いたんだな。
○最後まで頑張ったら，たくさんほめてもら
ったよ。
○きれいになったら，なんだかうれしいよ。

生活科

３学期初め

ふゆの くらし「おてつだい はっぴょ
うかい」
・冬休みに行ったお手伝いや，家族から

どんなことばをかけてもらったかにつ

いて発表する。

�実際に働いた経験の中で感じた，ほめて
もらった喜びや，最後までやり遂げた充
実感をみんなに発表することで，「働く
ことのよさ」という道徳的価値を感じる。

○「きれいになったのはあなたのおかげ」と
言ってもらって，うれしかったよ。
○遊びに来たおじいちゃんたちにも「さすが
小学生」ってほめてもらったんだ。
○すごく汚れてたところを発見して，きれい
にしたんだよ。
○ぞうきんが真っ黒になっちゃった。頑張っ
た証拠だって言われたよ。

授業研究 1 7



主な学習活動 指導の方法 子どもの心の高まり

�自分が冬休みにした仕事に
は何があるかを思い出す。

�「皆さんは冬休みにおうちでどん
な仕事をしましたか？」と想起さ

せる。

○大掃除の手伝いをしたよ。

○おせち料理の買い物はいっぱい

あったよ。

�「わたしに できる こと」

を読んで話し合う。

・１ページの絵を見てお母さ

んの状況やお父さんのして

いることを考えて話し合う。

�あらすじを説明して，しっかり把
握させる。

�「お母さん，入院しちゃった」「お
父さん，会社に行ったり，うちの

仕事をしたりしている」

○お父さん，一人でたいへんそう

だね。

○お母さんも心配しているね。

○私たちも困るね。

・２ページを見てべぃちゃん

たちがどんな話をしたか考

える。

・３ページから，お父さんた

ちに何と言われたか考える。

・４ページの吹き出しにどん

なことばを入れるか考えて，

記入し，話し合う。

�絵を見て，姉妹でもできる仕事を
考える。

�仕事をして，ほめてもらった喜び
や，役に立ったという充実感を感

じさせる。

�働くことでみんなが喜んでくれた
り，自分がいい気持ちになったり

することを自覚させる。

○食事を運ぶのはできそうだ。

○ごみ出しはかんたんだよ。

○お父さんやお母さんが喜んでく

れたよ。うれしいな。

○ほめてもらってうれしいな。

○もっとしたくなったよ。またや

ろう。

�自分たちの家での仕事につ
いて話し合う。

・どんな仕事をしたか。

・その仕事をして，べぃちゃ

んと同じ気持ちになったこ

とはあるか，発表し合う。

�冬休みの経験を想起させ，そのと
きの気持ちも詳しく紹介させる。

�ほめてもらえた喜びだけでなく，
やり遂げたことへの充実感や，頑

張った自分への誇りを感じられる

ことばが出るとさらによい。

○重かったけど荷物を最後まで運

んだよ。お父さんがありがとう

と言ってくれたよ。

○掃除はたいへんだけど，終わる

ときれいになって気持ちがいい

ね。

�学級の中で自分にできる仕
事をして，みんなを喜ばせ

たり，自分もいい気持ちに

なったりしようと話し合う。

�働いたことにより得られた心地よ
さを思い出し，学級の中でもさら

に頑張りたいという意欲を喚起す

る。

○給食当番をすばやくやると，み

んなが早く給食を食べられてう

れしいよね。

○学級文庫の本が倒れていたら，

直すよ。きれいに並んでいると，

気持ちいいものね。

６．学習指導案／資料「わたしに できる こと」

７．保護者との連携

生活科で冬休みの活動を取り入れることは，保

護者の協力なしにはありえない。今回の生活科お

よび道徳の授業のねらいを保護者にわかるように

通知し，児童が働くことのよさを味わえるような

活動となるように協力を求めることが不可欠であ

道徳

３学期初め

「わたしに できる こと」
・資料を通して「働くことのよさ」につ

いて学び，自分たちが体感した「働く

ことのよさ」を道徳的に価値づける。

�自分たちの経験を「働くことのよさ」
という道徳的価値の自覚に結びつけ，
さらに「もっとしたい」という意欲を
もつ。

○お仕事を頑張ると，みんなが喜んでくれる
よ。
○きれいになると，気持ちまですっきりした。
○教室の中でも，できる仕事はあるかな。
○掃除のときに，隅まできれいにしようと思
ったよ。
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ろう。

家庭で，お手伝いしたあとに得られる「ほめても

らうことの心地よさ」や，「役に立ったという喜び」

は，次に「働くことへの意欲」に直結する。児童に

とって，家族の温かい励ましが大きな力となるこ

とを事あるごとに知らせ，保護者の協力を得られ

る体制作りをふだんから心がけたいところである。

日々の学級通信で道徳での授業の様子を知らせ

たり，授業で使ったワークシートを集めた道徳ノ

ートや『こころのノート』を保護者に読んでもら

ったりなど，授業を保護者に伝える手段はいくつ

もある。できるところから始めて，道徳のねらい

を保護者に伝えておくことがその一翼を担うので

あろう。

今回の授業が終わったら，ぜひ，その後の様子

を保護者に知らせるようにしたい。家庭での協力

が，わが子が学校で頑張る姿に結びついたことを

知ることは，保護者にとって，よりいっそう協力

しようとする意欲につながる。それは，とりもな

おさず，道徳教育における保護者との連携につな

がるのである。

８．道徳の時間を要として

新学習指導要領では，「道徳の時間を要として

学校の教育活動全体を通じて道徳教育を行う」と

明記された。（第３章道徳 第２内容冒頭の文章。

下線部，筆者入れ替え）学校の教育活動全体を通

じて，児童の道徳性は養われるものであるが，道

徳の時間はその要となる大切な時間である。今回

の計画の中でも，生活科，家庭での実践を通して

学んだ「働くことのよさ」を，最後に道徳の時間

で総括した。個々の「働くと気持ちがよい」とい

う経験を学級全員が共有し，価値づけされた「働

くことのよさ」の意味を共有して意識する。さら

に，「家だけ」でなく「学級の中にもあるかな」

といった「場」を広げることで「これから」を意

識した「自己の生き方」という次への意欲へとつ

なげる時間とした。

児童の豊かな体験が児童の道徳性をはぐくむ。

さまざまな体験と，道徳の時間をどのように組み

合わせ，いくつもの道徳の内容項目をより身近な

ものとしてとらえさせることができるか，年間指

導計画や，家庭・地域との連携がさらに重要とな

るのであろう。

９．さいごに

今まで自分自身，４－�「家族愛」と，今回の
４－�「勤労」の違いを授業の中で出すことは難
しいと感じていた。今回この授業研究を通して，

はじめに家族のために働く経験をさせることによ

って，次は家族以外の身近な人へと，スムーズに

広げられるのではないかと考えられた。そのこと

が，ねらいとする「勤労」＝「働くことの喜び」

を際立たせることができるように感じている。児

童の経験を道徳の授業で価値づけることの意義も

また感じることができた。

新学習指導要領では，道徳的価値の自覚に併せ

て，自己の生き方についての考えを深めることが

明記された。「家庭での経験をさらに学級でも」

とすることで，「働くこと」の意義を「これから

の自分の行動」につなげる。このことが，「自己

の生き方」となるのであろう。

担任は，児童に目を配り，的確に行動をほめた

り，行動を価値づけたりしてあげたい。低学年児

童の，さらなるやる気が生まれてくる様子が目に

浮かぶ。「働くこと」が，低学年にも新設された

意味がそこに存在すると感じられた。

●編集部から●

光文書院版道徳副読本『ゆたかな心』（児童

書）の移行措置資料（１年「わたしに できる

こと」，ならびに４年「わたしのゆめ」）の掲載

は，紙数の都合により割愛しました。

『ゆたかな心』ご採択校にはこの資料を配布

させていただいておりますので，併せてご活

用くださいますようお願い申し上げます。

授業研究 1 9



１ 児童の実態から

４年生の児童は，自分へのとらえが深まり，これ

からどのように生きていけばよいかを模索し始め

る時期にあるといえる。自分の得意なこと（特徴）

が，いくつかあることに気づいている児童も多い。

先日，４年生の児童に「自分の夢」について聞い

てみた。驚いたことに，ほとんどの児童が，自分

の得意なことに起因していたのである。このよう

な姿は，自分の得意なことを自覚し，将来の自分

へ生かそうとする児童のよさである。逆に気にな

る児童の姿もあった。それは，夢をもっていない

ことを自覚し，得意なことは何もないと自信を喪

失している児童も多かったことである。学級内で

二極化しているようにも感じた。このように「自

分を肯定的に見ているか，否定的に見ているか」

という自分へのとらえが，児童によってまったく

違うという実態もしっかり把握して，実践を進め

る必要があるのではないかと思った。そして，こ

のような実態を踏まえ，

・自分の得意なこと（特徴）に気づくこと

・その得意なこと（特徴）を伸ばすことのよさ

の２点について考えさせ，「自分らしく生きる」た

めに，得意なこと（特徴）を見つけ，それをどう磨

く（伸ばす）のかを大切にして実践を進めること

にした。

２ 指導のねらい

本時のねらいは「自分らしさに気づき，よいと

ころを磨き，輝かせようとする。」とした。具体的

には，以下の３点である。

・自分には，好きなことや得意なことがあると

いう「自分らしさ」に気づく。

・「自分らしさ」は，特徴であり，自分を輝かせ

るもとになることを知る。

・自分の特徴を磨き（伸ばし），特長にして自分

を輝かせようとする意欲をもつ。

３ 指導案

次ページ上表のように立案した。

４ 授業記録（一部抜粋）

Ｔ：自分らしいってどういうこと？

Ｃ：……。（沈黙が続く。）

Ｔ：わからない人，もやもやしている人……。（多

数手が挙がる。）隣の人と相談してみて。（ペア

で相談している。）

Ｃ：自分のもっている特ちょう。

Ｔ：え～。どっちかな？（板書：「特徴」と「特長」

の両方を板書）

Ｃ：えっ。（驚きの声があがる。）

Ｔ：Ｄさんの言っている特ちょうは，どっち？

Ｃ：上。（特徴を指さす。）

Ｔ：違いがわかる人？

Ｃ：長いという字を使う方は，自分のいい所。つ

まり長所と短所。上の特徴は，欠点も長所も

違う，自分らしさそのもの。

Ｃ：上の特徴は，自分の特技，得意なことだと思

う。下は，わかりません。

Ｃ：先生，辞書で引きたい。

Ｃ：辞書の前に資料を読みたい。

―資料を読む―

Ｔ：お母さんは，どうして「そのままではだめよ。」

と言ったのだろう。ノートに書いて。

―ノートに記入後，グループ交流―

４年生児童と「個性伸長」を考える
光文書院『ゆたかな心』移行措置資料

『わたしのゆめ』を使って
岐阜大学教育学部附属小学校教諭 竹井 秀文
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Ｃ：夢に向かって絵をかくことをやめないでほし

い。

Ｃ：ゆう子には将来の夢があり，特技をそのまま

にしては，もったいない。

Ｔ：どうして？ 特技をそのままにしたら，もっ

たいない。

Ｃ：せっかく自分の夢があるから，夢をこわさな

いようにすることが大切。

Ｃ：特技は，ただ得意なだけだけど，画家は才能

がいるから……。

Ｔ：才能がいる。いらない。（ほとんどの児童が

悩む。）

Ｃ：ただの特技を努力して，伸ばす。

Ｃ：努力を積み重ねる。

Ｔ：何を努力させるの。

Ｃ：えっと，自分の得意なことはそのままにした

ら，こうなるけど（黒板に直線を書く。）自分

の得意なことをどんどん磨き続けて……。

（板書に別の線を書きながら）自分が得意なこ

とを磨き続けないと一流にならない。

Ｔ：じゃあ，磨き続けるってどういうこと？

Ｃ：特技を磨く。一流になる。

Ｃ：大きな壁があったら，乗り越える努力をして，

一段ずつ上がっていて磨いていく。

Ｃ：自分が心から画家になりたいと思うから，得

意なことを特技だけで終わらせないで，才能

を磨く。

Ｔ：才能だったら磨かなくてもいいんじゃないか。

Ｃ：一流になりたいから，才能を磨くけど，橋本

さんになるわけではない。

Ｃ：橋本さんは、橋本さんらしい画家，自分らし

い画家を目指すんだ。

Ｃ：ゆう子らしい画家になればいい。だから，自

分の夢に向かって自分を磨くことが大切だと

思う。

Ｃ：自分を磨いて，自分らしい夢をかなえる。そ

れが自分らしさっていうんじゃない。

Ｔ：みんな，すごいね。じゃあ，自分らしいって

の中に何を書く？

５ 指導の実際

【導入前】

今回の実践は，七夕の時期でなかったために導

入の前に次ページ上図のプリントを１週間前（数

日前）に書かせて，ノートにはらせておいた。児

童は，このプリントにより，自分の得意なことを

明確にでき，それが将来の夢へつながっているこ

とが意識できた。野球が得意な児童は，プロ野球

選手と書いていたし，字が得意なので，書道の先

〈表／指導案〉

主な学習活動 指導の方法

�七夕飾りにどんな夢（願いごと）を書いたか交流する。
（今回の実践では，事前にプリントを準備した。）

�資料『わたしのゆめ』を読んだ感想を話し合う。
・橋本さんと出会うことで，自分が夢みている画家と
どうちがうか考える。
・母の言葉「そのままではだめよ。」のわけを話し合う。

・ゆう子は，「これからどうするのか，どうなるのか」
という資料の続きについて話し合う。

�「自分らしさ」とは，何かを考える。

�「自分らしさ」をのばす方法を考える。

○夢（願いごと）を書く視点は，将来の夢（○○に
なりたい自分）であることを伝える。
○どうしてその夢（願いごと）を書いたのか聞く。

○橋本さんの姿から，得意なことを伸ばしていく
姿をとらえさせたい。

○どうしてお母さんは，「そのままではだめよ。」
と言ったのか考えさせ，その理由を発表させる。
○これからのゆう子の姿を考えさせ，伸ばすこと
のよさを共感させる。

○「自分らしさとは，○○だ」の○○の中を自由に
考えさせ，キーワードを作らせる。

○自分らしさをどのようにのばしていくかを一人
一人に考えさせる。

実践報告 2 1



生という児童もいた。とても興味深く，児童理解

ができた。また，数人だが得意なことが将来の夢

へつながっていない児童もいた。直接話してみる

と，自分の得意なことがないと言ったり，夢が明

確にイメージできていなかったりした児童だった。

そういう児童にこそ，この授業で自分らしさを見

つけてほしいと思った。

【導入】

導入では，数人の児童に将来の夢を聞いてみる。

夢を聞くだけで，そのわけが自分の得意なことに

つながっていることを話すことができた。最後に，

野球の得意な児童にどうしてプロ野球選手になり

たいのかわけを聞いて，イチロー選手の新聞記事

を紹介した。その記事には，「イチローらしいヒ

ット」と書いてあり，イチローらしいとはどうい

うことか聞いてみる。板書には「○○らしい」と

書き，そのことばに着目させ，自分らしさとはど

ういうことなのかを考えさせた。「自分らしさっ

て何」と発問しても，挙手がなく，沈黙が続いた。

そのまま，資料を読み展開に入ってもよかったが，

授業の柱である「自分らしさ」について，もう少

し聞いておきたいと思い，隣の人と相談する短い

時間をとった。もやもやとした中，あるペアが「自

分のもっている特ちょう」と発言した。そこで，

その特ちょうは「特徴」なのか，それとも「特長」

なのか聞いてみた。学級がさらにもやもやとした

雰囲気になる。しかし，この「特徴」と「特長」

のことばの違いこそが，自分らしさについて考え

を深めるポイントとなり，とても有意義な導入と

なったのである。

【展開・終末】

展開では，母のことば「そのままではだめよ」に

着目させ，ゆう子が「画家」という夢に向かって，

今の自分の得意なことをそのままにしないわけを

考えた。資料の範読後，「どうして，そのままで

はだめなのか」という発問によって，もやもやと

した雰囲気が続き，授業が停滞した。そこで，自

分の考えをノートに書かせて，その後にグループ

での話し合い活動を位置づけた。このように書く

時間や話し合う時間をたっぷりとると授業は活発

になる。たくさんの意見が出たが，特にA君が，

「自分を磨き続けなければ一流にはなれない。」と

黒板を使って，説明したことが印象深い。そして，

A君の意見に呼応するように「どうして磨かな

ければいけないのか」「何を磨くのか」など，考

えたいことがどんどん膨らみ，意見が連続する。

終末では，「自分らしいとは，自分の得意なこ

と（よさ）を磨き続け，才能を開花させること」「自

分を磨くことで，自分らしい生き方ができること」

などいろいろな考え方が見えてきた。そして一人

一人に「自分らしさとは，○○だ」の○○の中を

自由に考えさせ，キーワードをつくらせた。

６ 児童のノート

資料の中の「自分らしさって だ。」の中に次

のようなことばを書いた。

・自分らしいって，ありのままの自分が出せるこ

と。

・自分らしいって，自分の好きってこと

・自分らしいって，ほかの人にはできないこと。

・自分らしいって，まねできない。

・自分らしいって，その人自身がいちばん輝ける
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こと，個性。

・磨き続けてできるもの，自分らしさ。

・自分らしく磨く，努力を積み重ねて磨く。

・自分らしいって，好きなことをいっぱいやる。

・自分を磨くと自分らしい夢がかなうこと。

・自分らしいって，わき目をふらぬこと。それは

自分のやりたいことを信じて，他人と比較しな

いこと。

これらのキーワード以外に，これから自分らし

さをどう伸ばすのか考えたことについて，次のよ

うなノートもあった。

☆自分をみがくについて☆

わたしは，自分のいいところではなく，悪

いところを直した方がいいと思いました。わ

たしが特にかがやかせたいのは，「すぐにあ

きらめる」です。きのうの大なわでも「もう

むりだ！！」など弱音をはいてしまうので，

これからは，弱音をはかないで，自分を信じ

て何事にも取り組んでいきたいです。

７ 考察（まとめ）

＜Ｃ君の日記より＞

人には相手とちがう個性があり，一日一日

の努力やみがきつづけることで（野球選手と

して）新たなスイングの人とはちがう投げ方，

などいろいろなかべをのりこえていくことが

「大切だ」ということがあらためてわかりまし

た。これからも自分をみがき続け，自分らし

い個性をもった野球選手としてがんばってい

きたい。

上の日記は，授業後に児童が書いてきた。この

日記からもわかるように，「自分らしさ」につい

ての自分の考えやこれからどう生きていけばよい

のかをしっかり見つめていることがわかる。この

ような日記に多数出会うことができた。「個性を

伸ばす（磨く）」ことについて，自分自身を見つめ

ている姿が増えたといえる。

この実践でいちばん驚いたのは，自分の得意な

ことと夢がつながっていなかった児童のプリント

が書き直されていたことだ。得意なことを見つけ

ることができず空欄だったところに「計算するこ

と」と書き，夢に「パイロット」と書いた。どう

して，そう書いたのか聞いてみると，「パイロッ

トは，たくさんの計器を読み取りながらフライト

をするから計算が得意じゃないといけない。」と目

をキラキラと輝かせて答えてくれたのである。こ

のように自分らしさを見つけることができない児

童が，授業後に自分を見つめ，得意なことを見つ

け出し，それを磨くことによって見えてくる将来

の夢を書いたのである。この実践後に下のような

保護者の感想をいただいた。特徴と特長について

保護者も考えていたのである。

今回，「個性伸長」ということを４年生の児童

と考えたが，自分を見つけることができる中学年

の発達だからこそ，この価値について学ぶ必要が

あることを感じた。

自分の特徴を特長にするために，今の自分を磨

こうとする児童の姿の変容に驚きながら，この実

践を締めくくりたい。

○
授
業
参
観
さ
れ
た
保
護
者
の
方
の
感
想
よ
り

「
自
分
ら
し
さ
」
と
は
、
他
の
人
と
は
違
う

自
分
だ
け
の
特
徴
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分

や
他
人
が
、
短
所
や
長
所
と
と
ら
え
た
す
べ
て

を
含
め
て
、「
自
分
ら
し
さ
」
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
そ
の
中
で
長
所
と
と
ら
れ
た
部
分
を
生

か
し
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
「
自

分
ら
し
さ（
特
長
）」
を
形
成
す
る
の
で
は
な
い

か
。
よ
い
意
味
で
「
〜
ら
し
い
」
と
言
わ
れ
る

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
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１ 春休みの凧揚げから
私は「凧作り」が趣味のひとつである。「自分

が作った凧が大空に揚がる感動」を子どもたちに

も知ってほしくて，「身近な素材を活用してでき

る凧」をいくつか開発している。その凧の作り方

を教えてほしいと学生からの要請があって，春休

みに２回目の講座を開いた。（昨年度は，「立体

凧」を製作。）

今回の講座では，レジ袋から「ゲイラカイト型

凧」と業務用ゴミ袋から「くじら凧」を作り，グ

ラウンドで凧揚げをした。

二つの凧は小学生でもできる簡単なものなので，

大学生の技術があれば，十分揚がる。学生たちの

多くが大空に舞う自作の凧を見て喜んでいたし，

満足していた。私も楽しかった。

そのとき，驚いたことがあった。

凧揚げのしかたを知らず，「凧揚げは糸を引っ

張って走ればよい」と思っている学生がいたので

ある。自分の凧の状態をまったく見ようともせず，

ただ走っていた。それも実に楽しそうに。凧は風

を強く受けすぎ，ぶるぶる震えていた。

「ちょっと待って。走らなくても十分凧は揚がっ

ているよ。」

と私が言うと，学生は足を止めて振り返り，自分

の凧を見た。

「あっ，すごい，揚がってる。実は初めてなんで

す。こんな広いところで凧揚げをするのが。」

風の強さや凧の状態を，まったく考えないで，

糸を持ってやみくもに走っていた学生は，少し教

えると，凧の状態と「引き」の手ごたえを感じる

ことができるようになった。風と凧との関係がわ

かるようになった。実際の凧揚げを体験しながら

学んでいったのである。

２ 凧揚げと人間関係
その様子を見て，「凧揚げと人間関係は似てい

るなあ」と考えた。

「自分だけではなく，相手（凧と風）がいるこ

と」なのである。

凧と風の状況を考えなくては，凧揚げもうまく

いくはずがない。凧揚げは，相手ときちんと向き

合い，状況を理解し，糸を引いたり，延ばしたり

していく「凧と風と自分とのよい関係づくり」な

のである。

人間関係も同様である。相手の状況を理解しな

くては，人間関係はできない。

人間関係を築くには，あるときは「知識」が必

要である。あいさつや礼儀などの知識をもってい

ることは確かに大切である。しかし，実際の場面

ではうまくいかないこともある。実際に体験して，

相手との関係や時と場合によっての状況を判断し

て身につくものである。

例えば，光文書院版副読本『ゆたかな心』５年

生に「日本の心とかたち ―真・行・草―」とい

う資料がある。おじぎにも種類があって，時と場

合によって，使い分けるという。改まった場合や

尊敬の念を強調するときは「真のおじぎ」，目上

の人へのあいさつは「行のおじぎ」，知り合いの

人とすれ違うときは「草のおじぎ」をするのだ。

それぞれ頭を下げる角度や姿勢が違うのである。

これは，「スキル（かたち）」なのだが，そこに「心」

がないと美しいものにはならないし，相手にも伝

わらないという話である。

道徳の時間に，「スキル（かたち）」だけでな

道徳の時間を変える�
～人間関係を築く力を育てる～

千葉大学准教授 土田 雄一
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く，その元にある「思い（心）」を受け取る力を育

てることが大切なのである。そのうえで，心を伴

ったスキルを活用することによって，生きて働く

力となる。この「おじぎ」の話も知識にとどまる

のではなく，実際に活用したり，その相手の思い

を受け取ったりする体験から自分のものになるの

である。

３ 「気持ちとことば」の関係を考える
同様の話が同副読本の他の学年にもある。

６年生の「気持ちとことば」という資料である。

３編の話の中に，留学生らしい女性が，レストラ

ンでお客さんのコップに水をさす仕事をしている

ときの話がある。当然のことのようにだまって水

を飲むお客さんが多い中，必ず顔を見てにっこり

ほほえみながら「どうもありがとう」と言ってく

れる女性客がいる。「日本にきていちばんうれし

いことです」と彼女は言う。女性客が「人間対人

間として心の通い合った友達と話すような気持ち

で声をかけている」ことを留学生は敏感に感じ取

っているという話である。

つまり，ここでも，「相手の顔を見てにっこり

ほほえむ」「どうもありがとう」という「スキル」

の問題ではない。相手を思いやった「心のこもっ

たお礼」が相手の心に響くのである。「心のこも

ったお礼」が「相手の顔を見てほほえむ」ことや

「どうもありがとう」という「かたち」に表れて

いる。心とかたちが一つになった例とも言えよう。

４ 「スキル」と「心」を実生活で生かす
道徳は人とのかかわり方を「スキル」として学

ぶのではない。「スキル」の大もとには「心」が

ある。「ソーシャルスキルトレーニング」などの

学習と道徳との大きな違いは「スキルを教えるの

ではなく，その裏にある思い（心）に気づかせる」

ことにある。心を知ることでスキル（かたち）も

さらに輝く。

道徳の時間は，副読本等の資料をもとに人との

関係を考えたり，自分のあり方，生き方を考えた

りする時間である。そこで学ぶことは多くは必要

なものである。しかし，それを実生活でどう生か

すかが大切だ。学んだことを相手との関係，かか

わりの中でどう応用するかである。まさに「凧と

風と自分とのよりよい関係づくり」なのである。

▲「日本の心とかたち ――真・行・草」より ▲「気持ちとことば」より

道徳のチカラ 2 5
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私の勤務する小学校では，３年生以上は毎年１

回，３泊４日の宿泊合宿をすることになっている。

清里に合宿寮があり，そこに学級単位で宿泊する

のだ。引率教員とコーチ，看護師，クラスの子ど

もたち，そして寮の管理人さん以外はだれもいな

い。だから，時間の使い方はすべて担任に任され

る。これほどぜいたくな時間の使い方はない。担

任の意向で，ハイキングに出かけたり，滝に入っ

たり，自由行動で近辺を班行動したり，電車に乗

ってどこかに行ったり，それこそ自由である。自

由だからこそ，自己責任も大きい。

子どもたちにしても同様である。例えば野外調

理。何を作るか，食材はどうするか等から始まり，

火おこし，片づけまですべてグループに任せられ

る。何でも作っていいかわりに，作れなかったら

何も食べることができないということになる。火

おこしに手間取り，食事にありつけるまでに何時

間もかかってしまったというグループもある。

ひと月ほど前，私の担任する４年生の学級も，

この合宿に行ってきた。私はなるべく自然に触れ

させたいと考え，滝遊びや朝の散歩，ナイトハイ

ク等を計画した。

１日目，あいにくの小雨模様。滝に行く予定の

日だ。どうしようかと思ったが，思い切って行く

ことにした。５月とはいえ，高原である。肌寒い。

滝の水しぶきを浴びながら，子どもたちは水かさ

の増した川の流れの中で冷たい水と触れ合った。

帰寮すると，管理人のご夫婦がお風呂をたいて待

っていてくれた。冷えた体を温めながら，子ども

たちはどんなことを感じたのだろうか。

翌朝，６時に起床。やはり雨が降っている。も

やもかかり，何となく空気が重い。今日予定して

いるハイキングの道中を思うと，何となく気分も

重くなる。子どもたちも同じであったのだろう。

一人の子どもが，

「あ～あ，また雨か，ついてないな。」

というようなことをつぶやいた。そのとき，コー

チのタキさんが，

人間にとってはいやな雨でも，喜んでいる

生きものもいるかもしれないよ。

と言った。確かにそうである。晴れの日がよい日

で，雨の日はよくない日だとだれが決めたのだろ

う。それはあくまでも人間の都合であり，自然界

にとっては，どれもが必要なものなのである。雨

があって晴れがあるから，生きものはその生命を

全うすることができる。人間だって自然の一部で

ある以上，その原則から逃れることはできない。

雨が降るから農作物は潤い，水不足に悩まされず

に済むのである。この言葉は子どもたちの胸に深

く刻まれた。

その後，子どもたちは（私たち引率の大人たち

も）気を取り直してハイキングに出かけた。雨プ

ロとして，寮の中でクラフトやゲームなどをして

過ごすこともできたが，出かけることにした。子

どもたちに，雨の中で自然がどのような表情をし

ているのかを見せたかったということもある。勢

い込んで出かけたのはいいものの，靴はぬれて重

くなるし，空が低くたれ込めたような感じで，ど

うしてもうつむき加減になる。人間，うつむくと

気持ちも後ろ向きになるようだ。自ずと話し声も

まばらとなる。黙々と歩くこと２，３時間。さす

がに早めに切り上げて帰寮した。

筑波大学附属小学校教諭 加藤 宣行

心に残るひとこと

2 6



翌日の予報は晴れであったが，夜に外を見やる

とときおり激しい風雨が屋根をたたいている。

「これはどうなるかわからないなあ。」

「だれの行いが悪いのかな」

などと，いわれもない「戦犯捜し」が始まり，気

分も消沈ぎみである。そんな気分のまま，眠りに

ついた。

翌朝，目覚めと同時に窓を見る。明るい。晴れ

だ。それも，スコーンと空に抜けるような快晴。

昨日と同じように，朝の散歩に出かける。同じ場

所なのに，さすがに気分がまったく違う。自然の

表情も，その中にいる人間の表情も。人間も自然

の一部なんだなあと感じさせられる一瞬である。

タキさんが子どもたちに，気がついたこと（昨

日との違い）を聞いた。子どもたちは，

・空が高い。

・明るい。

などと次々に答える。当然のことながら目に見え

ることが中心である。そこで，

「目を閉じてごらん」

と投げかける。予想（期待）する返答は，当然の

ことながら視覚に頼っているときには気づかなか

ったこと。例えば，

・鳥が鳴いている。

・風の音がする。

・木のにおいがする。

等々である。

ところがところが，子どもたちの反応は私の予

想をあっさりと上回ることになる。O君がつぶや

くように，こんなことを言った。

森が喜んでいるよ。

これだから子どもはおもしろい。確かに大人が

不用意にこのような発言をすると，歯の浮くよう
せ り ふ

な「台詞」にも受け取られかねない。しかし，こ

の状況で子どもが発したこの言葉は，妙に説得力

をもって私の心に響いた。昨日・一昨日の肌寒く，

低く重い空を体験しているからこそ言える言葉で

あると思うし，その状況を共有している仲間だか

らこそ，共感できるのかもしれない。

森が喜んでいる，確かにそうだなあと思った。

風雨に耐え，力を蓄え，日の光を浴びて，深呼吸

するかのように一気に枝葉を広げる木々の表情が

目に浮かぶようだった。そして，その中で，きっ

とO君も喜びを感じていたに違いない。無意識の

うちに自然の一部である自分を感じつつ。そのと

き，きっと私たちは，O君と同じ思いを共有し，

自然の一部としてそこに立っていたのである。

つくづく子どもたちの感性・発想はおもしろい

と思う。そしてその中にいる喜びを感じるのであ

る。

ふだん意識せずに積み重ねている体験，さりげ

ない言葉，それらはさらっと流れてしまうものな

のだが，ちょっと立ち止まって振り返り，共有す

ることで，みんなのものとなって心にとどまり，

ふとしたときに私たちの心によみがえる。

今日から６月だ。梅雨だ。私は雨がきらい

だ。なぜなら，学校に行くとき，かさを持っ

て歩くのがたいへんだからだ。でも，タキさ

んが言っていたように，どこかで喜んでいる

ものがいる。カタツムリやカエルや植物は，

きっと喜んでいると思う。

かくして合宿の体験は，子どもたちの心に深く

刻まれた。

子どもを“思わず”見直したくなる 2 7


